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′It=る環から
電
気
を
つ
く
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
に
は
、
石
油
、
天
然

ガ
ス
、
石
炭
、
ウ
ラ
ン
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
は
、
地
球
が
長
い

年
月
を
か
け
て
つ
く
り
だ

し
た
も
の
で
、
限
り
が
あ
り

ま
す
０
例
え
ば
、
今
の
ま
ま

の
ペ
ー
ス
で
使
い
続
け
る
と

石
油
は
４１
年
で
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
っ
限
り
あ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
次
の
世
代

も
使
え
る
よ
う
、
み
ん
な
で

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・省
資
源
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

愧
褥
一睫
瞼
・・、．攀
睦
薗
国
に

¨

嫌
っ
て
い
ま
崚

便
利
で
つ
い
つ
い
使
い
す
ぎ
て
し
ま
う
電
気
で
す
が
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
切
に
使
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
次
の
３
つ
の
「省
エ
ネ
ポ
イ
ン
ト
」
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
正
し
く
、
安
全
に
、
効
率
よ
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

①

設
定
温
度

は
ひ
か
え
め
に

冬
の
室
温
設
定
は
困
度
を
目
安
に
、
ま
た
冷
蔵
庫
内
の
温
度

設
定
も
弱
め
に
し
ま
し
よ
う
。

②
ス
イ
ツ
チ
は
オ
フ

見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
、
不
要
な
照
明
は
こ
ま
め
に
切
り
ま

し

よ
う

。

③
待
機
電
力
の
カ
ツ
ト

就
寝
、
外
出
時
は
こ
ま
め
に
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
ま
し
よ
う
。
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甲斐
し つき

イ思月ちゃん

1歳

元気いっぱいのおてんば娘 |

お兄ちゃんの真似ばかりしてます。

父 甲斐 秀己さん
母    咲子さん

(高森・上在)

高森町の人口の動き
世帯数/2,712戸 (+3)
男 :3,587人 (-6)/女 :3,976人 (+1)
総 数/7,563人 (-5)
(平成17年 12月 31日 現在)

スコット

立山 詠子さん
高森・昭和 18歳

●お仕事

熊本空港で警備をして

います。

●趣味

音楽鑑賞。井戸端会議。

●一番やりたいこと

旅行とエステに行きた

●理想のタイプ
スポーツ万能で、リー

ドしてくれる人。

贔 で

ど罐７一ヽ電
晉
Ｉ
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■
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:3晃

Zζ lニ
ルフ協会が「子どもを見守るタスキ運動」

近年、小学生や小さい子どもを狙った連れ去り事件やわい

せつ事件、凶悪犯罪があとを絶ちません。「この辺では、そん

な事件は起きないだろう」と油断せず、犯罪は身近なところで

一瞬のすきに起きてしまうという意識を持つことが必要です。

町中から子どもたちの声がいつまでも聞こえるように、学

校や保護者、地域などが協力し、子どもが安心して暮せる町

づ くりを進めましょう。

森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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ンター
森温泉館
森総合セ
森駅

昔回
昔向
音同

温
高
駅所△ム

館
館
集

蓉
遊
町

芙
朋
上

芙
朋
上

日
”

9
万年青会/上
10:00～

新酒とふるさと

の味まつ り (～

3月 12日 まで)

2/《》
役場支払日

懲
心配ごと相談/
芙 13:00～

14
役場支払日
高森温泉館休館日

/温
ペット相談/芙
13:00^V

ブ/芙

すこやか子育て
のつどい/芙
10:30^V

3か 月児健診/
高 13:00～

18霧肱

年金相談/高
10:00～ 15:00

つ員
こ ザ19

交通安全宣言駅

伝大会/駅
9:00^ヤ

盆鸞 緻Ⅷ
よい歯の教室/
高 13:30～

機能訓練あゆみ会/
温 13:30～

23
育児・児童相談
/芙 13:00～
友遊クラブ/芙
13:30^∨

2
友遊クラブ/美
13:30^ウ

人権相談/芙
13:00～
1才 6か月児健診
/高 13:30～

426 27
役場支払日

醸
ア
′
日

心配ごと相談/
芙 13:00～

どぎゃん会/朋
9:30～

友

１３

■
１
１

４
１

ロ

鰺
鶴
♂

鮮
勝

ヽ

T akarnori alendar たかもリカレンダー  ■2月 5日 ～ 3月 11日
川 |

1月 3日 (大)、 高森総合センターで高森町成人式が
開催されました。

式典には振り袖姿で華やかに着飾った女性やスーツ姿の

男性など100人の新成人が集まり、新たな門出を祝いました。

なお、今年の対象者は116人です。

式では、藤本町長が「社会人としてよリー層教養と英知を
(け 1
v‐ヤ
い

養い、日本の頼もしい担い手として活躍してほしい」と激励。新成人を代表して小林亮太さんが「今日の決意を今後

の人生に生かした。」 と誓いの言葉を述べました。式典後、記念行事として成人者意見発表が行われ、各地区の

代表4人が今後の目標や両親への感謝の気持ちを語りました。久々に旧友と対面した新成人たちは、携帯電話番

号を教え合ったり、写真を撮るなどして旧交を温めました。これからの活躍を大いに期待します。

●

おくヤみもうにあげます
2005年 12月 受付分 (敬称略)

あり力が`どうご`ぎヽ まヽ

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>芹ロトキエ

岡本 和子

[住 所]

高森・村 山

高森

高森
青 木
同 林

上色見・東中原

高 森・村 山

野 尻・川 上

[死亡者]

田上 徳雄
後藤 メイ
本田 貞雄
本田千恵子

佐伯 昭子
桐原 正末
野尻 耕蔵

[御遺族]

田上 浩尚
後藤  磨
本田 英隆
本田 英隆
佐伯  隆
桐原ヒサ子

野尻ムッ子

[年齢]

３

０

５

１

６

９

７

８

８

５

６

７

７

７

山室

甲斐

開
ユ 士
ノし′しヽ

町

通

通

障
‐
　
日
コ
　
日
コ

「
―

＋
Д

■
Д ■広報送料寄付

野尻 逸司 (熊本市御領)
甲斐  f古史 (茨城県水戸市)

毬高麒颯屁影盗
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員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

○
募
集
期
間

２
月
１３
日

（月
）
～
３
月
１３
日

（月
）

○
講
座
内
容

ス
ポ
ー
ツ
の
す
す
め
、
郷
土
の
歴
史
に
つ

い
て
の
講
座
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
入
門
、
絵

は
が
き
入
門
な
ど
、講
座
は
年
間
４０
回
、

テ
ー

マ
は
毎
回
異
な
り
ま
す
。
楽
し
く

役
立

つ
講
座
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

○
開
催
曜
日

口
時
間

熊
本
校
　
毎
週
木
曜
日

１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

人
代
校
　
毎
週
火
曜
日

１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

○
受
講
期
間

平
成
１８
年
４
月
～
平
成
１９
年
３
月

○
会
　
場

熊
本
校
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

人
代
校
や

つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

○
受
講
料
等

入
学
金
　
１
，
０
０
０
円

受
講
料
　
９
，
０
０
０
円

○
申
込
方
法

保
健
福
祉
課
ま
た
は
教
育
委
員
会
に
お

い
て
あ
り
ま
す
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
ｃ

轟
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
熊
木
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

Ｌ
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

●●―■●■●Ｉ●■■●■一―■１・１　１　　　　　・　　　　・

第
２７
日
巨
森
町
交
通
安
全
ョ
言

駅
伝
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

町
体
育
協
会
で
は
、
町
民
の
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
並
び
に
健
康
づ
く
り
と
親
睦

を
目
的
と
し
、
明
る
く
活
気
に
満
ち
た
高

森
町
を

つ
く
る
た
め
、
「第
２７
回
高
森
町
交

通
安
全
宣
言
駅
伝
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

駐
在
区
・職
場
。学
校
・
ク
ラ
ブ
等
１
チ
ー

ム
６
人
で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
　
時

２
月
１９
日

（日
）

午
前
９
時
高
森
駅
集
合

○
コ
ー
ス

６
区
間
７
・
２
ｋ皿

○
チ
ー
ム
編
成

一
般
の
部
、
小
学
校

の
部
、
中
学
校

。

高
校
の
部

○
チ
ー
ム
人
員

監
督
１
名

。
選
手
９
名
以
内

○
参
加
料

１
チ
ー
ム
ー
，
０
０
０
円

（申
込
時
納
入
）

○
申
込
締
切

２
月
１０
日

（金
）

※
表
彰
は

一
般
の
部
、
小
学
生
男
子
の
部
、

小
学
生
女
子
の
部
、
中
学
高
校
男
子
の

部
、
中
学
高
校
女
子
の
部
と
し
、
全
チ
ー

ム
に
参
加
賞
を
進
呈
し
ま
す
。

晰
申
し
込
み

・
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

（体
育
協
会
事
務
局
）

ｈ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
４
２
）

●

●

24時間電話を通 して健康をお届けします。
霰月曜日

◎ 2月 のテ ー マ   幽火逸名
ギー性鼻炎

寺 崎 医 院

藤 本 医 院

渡 辺 内 科

後 藤 医 院

馬原内科 医 院

南郷谷整形外科医院

平 田 医 院

TEL 62-0378

TEL 67-0020

TE1 67-1777

T肌 67-0019

TEL 62-0646

TEL 62-3351

TEL 62-0216

2月 11日

2月 12日

2月 19日

2月 26日

3月 5日

3月 12日

3月 19日

ア トピー性皮膚炎

憑水曜 日
脂肪肝つてな―に

躙ホ曜 日

糖尿病と歯周炎

躙金曜 日

咳が長引くときは ?
輻土曜 日 0日曜日
性教育シリーズ④

0-

鍵1:1す
`)

工  事  名
菅山地区飲料水供給施設整備工事 (水源地・配

水池築造 )

工   期
H17.1226″―H18.324

契約金額 (円 )

39,763,500円

請 負 者
(株)高梢

菅山地区飲料水供給施設整備工事 (配管 1工区) H17.12.26べ H́183.24 38,325,000円 (有)嶋田電設

菅山地区飲料水供給施設整備工事 (配管 2工区) H17.1226´ヽ́ H18.3.24 38,692,500円 (株)ひゆがや

菅山地区飲料水供給施設整備工事 (配管 3工区) H17.12.26～ H18.3.24 12,862,500円 (有)後藤建設

菅山地区飲料水供給施設整備工事 (電気計装 ) H17.12.26～ H18.3.24 29,400,000円 飯塚電機工業(株 )

永野・山付線道路整備工事 H17.1226´ヽ́ H183.20 7,444,500円 (有)古澤建設

入 札 結

本
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500万円以上

休 診療は午前9時から午後5時まで

385-薔

“



フ
ムフ
ム

な
る
ほ
ど

分

っ
た

そ
う
か

始
ま
る
よ

も
う
す
ぐ
ね

確定申告が スタ■卜します

遅
れ
ち
ゃ

大
変
だ

熊
本
県
産
業
別
最
低
賃
金

○
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、

電
子
部
品

・
デ
バ
イ
ス
製
造
業

時
間
額
　
６
７
１
円

○
自
動
車
・同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶
製
造
・

修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業

時
間
額
　
７
１
８
円

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

時
間
額
　
６
７
８
円

※
最
低
賃
金
は
、
常
用
。
臨
時

・
パ
ー
ト
な

ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
時
間
額
は
、
時
間
給
制
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

※
最
低
賃
金

の
対
象
と
な
る
賃
金
に
は
、

時
間
外
・休
日
・深
夜
手
当
や
結
婚
手
当
、

賞
与
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家

族
手
当
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

Ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
賃
金
室

ｈ
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

阿
蘇
労
働
基
準
監
督
署

ｈ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
６
２
８

【申告期間】2月
3月

熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業

ｏ
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
法
律
相

談
に
共
通
す
る
解
決
の
糸
口
を
、
難
解
な

法
律
の
制
度
や
用
語
と
も
ど
も
、
セ
ン
タ
ー

●

相
談
担
当
弁
護
士
が
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。
（入
場
無
料
）

○
日
時
及
び
会
場

県
北
会
場

２
月
１２
日

（日
）

１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

（予
定
）

玉
名
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

県
南
会
場

３
月
２６
日

（日
）

１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

（予
定
）

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
大
会
議
室

○
内
　
容

多
重
債
務
の
整
理
の
方
法
と
手
続
き
を

中
心
に
、
暮
ら
し
の
中
の
法
律
問
題
に

つ
い
て

○
講
　
師

福
岡
法
律
事
務
所

弁
護
士
　
福
岡
聰

一
郎
氏

○
対
象
者

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

〇
申
込
み
手
続
き

不
要
（当
日
、会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

○
そ
の
他

セ
ン
タ
ー
で
は
、
法
律
問
題
や
生
活
上

の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
弁
護
士
等
の
専

門
家
に
よ
る
特
別
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
（事
前
に
面
接
ま
た
は
電
話
に

よ
る
予
約
が
必
要
で
す
）

瑕
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業

・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー

ｈ
０
９
６
‐
３
５
１
‐
８
７
７
７

□
国
囲

住
民
税

（町
県
民
税
）
の
申
告
は
、
住

民
税
の
課
税
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
健
康
保

険
税
や
介
護
保
険
料
の
算
定
、
児
童
手
当

の
受
給
要
件
、
各
種
証
明
書
な
ど
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
す
。

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
は
、
必
ず

期
限
内
に
申
告
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

●

熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

ｈ
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
２
９

籍
１８
回
熊
本
町
ガ
凛
ふ
磯
却
一

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者
募
集

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
高
齢

者
の
健
康

。
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
、

第
１８
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
の
皆
さ
ま
、
奮

っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
競
技
種
目

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ

ニ
ス
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
健
康

マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ツ
カ
ー
　
以
上

１５
種
目

○
競
技
会
場

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
　
他
３
会
場

○
日
　
程

５
月
２２
日

（月
）
～
５
月
２７
日

（土
）

※
競
技
種
目
ご
と
の
詳
し
い
日
程
は
、

パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
参
加
資
格

県
内
在
住
者
で
、
６０
歳
以
上
の
人

（昭
和
２２
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
）
※
健
康

マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
５０
歳
代
も
参

加
で
き
ま
す
。

個
人
事
業
者
で
、
平
成
１５
年
分
の
課
税

売
上
高
が
３
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者
及

び
３
千
万
円
以
下
の
事
業
者
で
、
平
成
１６

年
中
ま
で
に

「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択

届
出
書
」
を
提
出
し
て
い
る
事
業
者
は
、

平
成
１７
年
分
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
簡
単
な
手
続
き
で
預
貯
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

今
年
の
確
定
申
告
か
ら
こ
利
用
く
だ
さ

Ｌ

ｖ
○
参
加
費

個
人
競
技
は
１
人
５
０
０
円

団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
金
額
が
異
な

る
。

○
募
集
期
間

２
月
１３
日

（月
）
～
３
月
１３
日

（月
）

○
申
込
方
法

保
健
福
祉
課
ま
た
は
教
育
委
員
会
に

お
い
て
あ
り
ま
す
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

国
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
生
き

が
い
推
進
課

ｈ
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

募
集

熊
木
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
高

齢
者
の
方

々
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
的
に

「熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

１
年
間
に
わ
た

る
幅
広

い
学
習
や
体
験
を
通
し
て
、
生

き
が
い
再
発
見
、
社
会
参
加
、
さ
ら
に
は
、

新
た
な
交
流

の
き

っ
か
け
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。

○
入
学
資
格

県
内
在
住
で
、
学
習
意
欲
の
あ
る
６０
歳

以
上
の
人

（昭
和
２１
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）

○
募
集
定
員

熊
本
校
１
０
０
名
、
人
代
校
８０
名

（定

「
ひ
と
り
親
家
庭
の
く
ら
し
と

法
律
」
講
演
会
開
催

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

●

団所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が

「所
得
税

の
確
定
申
告
書
の
手
引
き
」
を
参
考
に
、

昨
年
１
年
間
の
所
得
金
額
や
税
額
を
正
し

く
計
算
し
て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を

と

つ
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
書
の
提
出
は

郵
送
等
で
も
結
構
で
す
。

な
お
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た

は
山
林
所
得
の
あ
る
白
色
申
告
者
の
方
は
、

確
定
申
告
書
に

「収
支
内
訳
書
」
を
添
付

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
方

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得

控
除
の
額
を
超
え
る
方

②
サ

ラ
リ
ー

マ
ン
で
、
収
入
金
額
が

２
千
万
円
を
超
え
る
方
や
、
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金
額
の

合
計
額
が
”
万
円
を
超
え
る
方
な
ど
で
す
。

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら

つ

た
と
き
に
、
も
ら

つ
た
人
に
か
か
る
税
金

で
す
。
贈
与
税
が
か
か
る
の
は
、
平
成
１７
年
１

月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に
贈
与
を
受

け
た
財
産
の
価
額
が
１
１
０
万
円
を
超
え

る
場
合
で
す
。

な
お
、
「あ
る
時
払
い
の
催
促
な
し
」
と

い
う
親
子
間
の
借
金
や
将
来
返
せ
る
よ
う

に
な

っ
た
ら
返
す
と

い
う

「
出
世
払

い
」

の
借
金
な
ど
も
贈
与
さ
れ
た
も
の
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

固
囲
回
回
■
■

■
■
田
園
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平
成
１７
年
１２
月
２０
日
改
定

一
一

日

６

５

「
―

「
―

(木)～

(水)

●、住民税と所得税の申告は2月 l●

日 (木)からそれぞれ始まり、期限は
3用 15日 (水)までとなつています:
また1個人事業者の消章税及び

なりました。          |
1贈与税の申告は2月 1日 (水)か

地方消費税の確定申告と納付の期

昨年 1年間の総決

算となる確定申告が間近と

限はt■3月0,日(金)|で■

申告期間終了

で、お早めに申告をお

済ませくださいも

時になりますとこ窓

口はたいへん混雑し:

長時間お待ちいただくこ

とにもなりかねませんの

区ヨ
□

ロロロ
し1‐ I
LI」

田消
●口‐

“

■

‐

「
岡
L」



高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長
　
柴
↑
　

田

，Ａ
タ
カ
Ｊ

・　
・・　
　
レ

、
′ん

砂
糖
き

と
、
琉
球
の
島

多
く
の
人
達
が
、

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
昭

期
頃
ま
で
、
日
常
的
に
見
ら
れ
た

風
景
で
あ
り
ま
し
た
。
国
家
と
か
、

国
境
と
か
で
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

き
そ
の
往
来
は
、
鹿
児
島
ま
で
も

小
さ
な
小
舟
で
渡
り
、
日
本
で
買

い
求
め
た
衣
類

・薬
は
、
大
変
に
喜

ば
れ
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
風
を

見
、
潮
に
の
り
、
変
わ
る
海
の
色
が

羅
針
盤
で
あ
り
、
小
さ
な
小
舟
が
、

文
化
の
往
来
も
果
た
し
ま
し
た
。

さ
だ
ま
さ
し
氏
の
紹
介
で
、
石

垣
島
出
身

の

「
夏
川
り
み
」
さ

ん
、
そ
し
て

「ビ
ギ
ン
」
の
三
名

に
会
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
私
が

フ
ア
ン
で
あ
る
と
共
に
、
造
詣
が

深
い
南
島
伝
統
文
化
の
話
を
、
お

聞
き
す
る
こ
と
で
し
た
。
石
垣
島

に
生
ま
れ
、
若
者
の
流
出
、
そ
し

て
伝
統
文
化
を
、
だ
さ
く
田
舎
臭

い
と
し
て
、
見
向
き
も
さ
れ
な
く

な

っ
た
時
、
そ
れ
は
琉
球
が
琉
球

で
な
く
、
石
垣
島
が
石
垣
島
で
無

っ
て
し

、
思

っ
た
そ

彼
ら
と
て
、
音

を
離
れ
た
こ
と
に
よ

そ
れ
を
実
感
と
し
て
感
じ
、

故
郷
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
日
本
各

地
を
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
回
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
深
く
思

っ

た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

島
を
謳
う
こ
と
、
そ
れ
は
「島
」

を
知
る
運
動
で
あ

っ
た
そ
う
で
あ

り
ま
す
。
彼
ら
の
音
楽
が
多
く
の

人
達
に
支
持
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
、

島
を
離
れ
た
若
者
が
、
東
京
で
、
大

阪
で
、
胸
を
張
り
、
島
を
語
り
、
島

の
伝
統
音
楽
を
学
び
始
め
た
そ
う

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
様
な
会
話
の

中
で
、
夏
川
り
み
さ
ん
が
、
「沖
縄

の
人
は
、
誰
で
も
三
線
が
弾
け
る

と
思
っ
た
ら
間
違
い
よ
、
私
だ

っ
て

学
ん
だ
の
だ
か
ら
」
と
、
そ
れ
は
、
三

線
が
あ
ま
り
に
も
沖
縄
的
で
あ
る

が
故
に
、
印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。

ビ
ギ
ン
の
比
嘉
さ
ん
に
限
ら

ず
、
壮
大
な
交
流
の
跡
を
残
す
、

そ
の
顔
立
ち
。
最
も
沖
縄
の
伝
統

芸
能
と
さ
れ
る
、
エ
イ
サ
ー
の
大

●●

鼓
奏
法
。
南
方
的
黒
潮
文
化
と
は

違
う
そ
の
奏
法
は
、
沖
縄
の
歴
史

を
ぬ
き
に
し
て
、
語
る
こ
と
は
、

で
き
ま
せ
ん
。

昨
年
九
月
、
中
国
上
海
市
で
開

催
さ
れ
た

「
世
界
旅
行
博
覧
会
」

に
、
チ
ャ
ー
リ
ー
永
谷
＆
キ
ャ
ノ

ン
ボ
ー
ル
他
の
方
々
と
共
に
、
高

森
高
校
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る
、
大

鼓
公
演
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
は
つ
ら
つ
と
し
た
高
森

高
校
生
に
よ
る
大
鼓
演
奏
は
、
日

本
か
ら
他
に
多
く
の
出
演
者
が
い

る
中
、
唯

一
中
国
の
テ
レ
ビ
局
が

と
り
あ
げ
、
そ
の
模
様
は
中
国
全

土
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

私
達
に
と

っ
て
、
中
国
で
の
太

鼓
公
演
は
永
年
の
夢
で
あ
り
ま
し

た
。
十
数
年
前
、
風
鎮
太
鼓
の
中

国
公
演
が
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
公
演
直
前
の
水
害
に
よ
っ

て
、
中
止
に
い
た
り
ま
し
た
。

私
が
太
鼓
に
こ
だ
わ

っ
た
理
由

の
二
点
。
そ
の

一
つ
は
、
琉
球

エ

イ
サ
ー
太
鼓
の
源
流
と
思
え
る
そ

の
奏
法
を
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
村

で
み
ま
し
た
。
琉
球
の
民
は
、
薩

摩
に
気
遣

い
、
中
国
に
気
遣

い
、

近
世
ま
で
盛
ん
に
朝
遺
史
を
派
遣

し
て
い
ま
し
た
。
簡
単
に
述
べ
る

こ
と
を
は
ば
か
り
ま
す
が
、
恐
ら

く
そ
の
様
な
時
代
に
、
琉
球
に
も

た
ら
さ
れ
た
と
、
思
わ
れ
ま
す
。

私
は
、
文
化
大
革
命
の
末
期
に
、

中
国
に
い
ま
し
た
。
未
曾
有
の
大

動
乱
と
評
さ
れ
て
い
る
そ
の
革

命
。
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
の
通
訳

と
し
て
、
当
時
中
国
各
地
を
回
り

な
が
ら
見
た
も
の
は
、
都
市
住
民

を
地
方
農
村

へ
移
す
下
放
政
策
の

最
中
で
し
た
。
若
い
紅
衛
兵
が
大

鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、
何
か

に
と
り
つ
か
れ
た
か
の
様
に
、
都

市
住
民
を
徴
発
す
る
か
の
ご
と
く

に
連
れ
去
り
ま
し
た
。
都
市
生
活

者
に
と

っ
て
、
僻
遠
な
農
村
で
の

労
働
は
、
過
酷
な
死
を
も
意
味
す

る
、
そ
し
て
そ
の
時
代
に
生
き
た

多
く
の
人
達
は
、
息
を
こ
ろ
し
耳

に
入
る
太
鼓
の
音
を
、
恐
怖
と
だ

ぶ
ら
せ
ま
し
た
。

日
中
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て

い
な
か
っ
た
頃
に
、
中
国
の
要
人

を
風
鎮
祭
の
日
に
迎
え
ま
し
た
。

言
葉
を
解
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く

と
も
、
演
じ
ら
れ
る
「
に
わ
か
」
に

笑
い
、
振
る
舞
わ
れ
た
霊
山
に
酔
い
、

友
好
の
証
と
し
て
高
森
の
祭
り
を

是
非
と
も
中
国
で
と
依
頼
さ
れ
、

十
数
年
の
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

〈申 告 更 付
午後

日 程〉

肺
颯
財編

午前 :9時～ 11時 1 日寺へ′3日寺

※2月 23日 (木 )・ 24日 (金)は、高森総合センターで南九州税理士会
阿蘇支部による所得税・消費税納税相談を行います。消費税、確定申告

が必要な方は、この日に申告願います。

躙お問い合わせ先

阿蘇税務署 ■L0967-22¨ 0551
高森町役場 税務課 町民税係 ■L62… 1111(内線 164・ 165)
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このほか、申告の際に必要な書類は申

告者それぞれの所得の種類によつて異な

ります。

◆給与、年金所得がある人は

○源泉徴収票または給与支払証明書

〇年金支払証明書

※所得税の還付を受ける人は、源泉徴収
票 (原本)を必ず添付 してください。ま

た、還付を受ける預金通帳の口座番号

がわかるものを持参 してください。

◆事業 (農業)所得や不動産所得が
ある人は

○収入や経費などがわかる

○領収書

○収支内訳書

※所得の種類ごと、経費などの科目ごと

に計算をしてきてください。

◆医療費控除を受ける人は

○支払った医療費の領収書や明細書

○生命保険などで補てんされる金額
の明細書

◆社会保険料控除を受ける人は

〇年金や健康保険料などの支払証明書

◆生命保険料控除や損害保険料控
除を受ける人は

○支払った保険料の証明書

◆雑損控除を受ける人は

○被災証明

○被害を受けた住宅、家財の明細書
や領収書

○損害保険などで補てんされる金額
の証明書

◆住宅取得等特別控除を受ける人

は (所得税申告の場合のみ)

○登記簿謄本

○住民票の写し

○売買契約書または請負契約書

○住宅資金に係る借入金の年末残高

証明書

●   ●

本田研一さん (左)とビギン

ありまし

「鐘楼」目「発砲」

14

申告に準備するもの

実 施 日 対 象 地 区 会   場

16日 (木 )
午前 旭通 (8～ 24組)

高森総合センター

午後 天神・旭通 (1～ フ組)

17日 G金 )
午前 昭和 (8～ 32組 )

午後 上町・昭和 (1～ 7組 )

20日 (月 )
午前 下町 (8～ 23組 )

午後 横町・下町 (1～ 7組 )

21日 C尺 )
午前 本寸    LLI

午後 森

22日 (水 )
午前 上   在
午後 冬野・津留

23日 (木) 相談日に来場できな
い方

24日 (金 )
午前 洗川・大村

午後 中   原

27日 (月 )
午前 尾下 2・ 河原 2

河原総合センター
午後 河  原  ]

28日 C尺 )
午前
こ彗     `刀     1
ノ==トニ        F∃ Eヨ         |

朋  遊  館
午後 津  留  2

1日 (水 )
午前 野  尻  ]
午後 野尻 2・ 尾下 ]

2日 (本 )
午前 車部 (社倉)

草部総合センター

午後 草部 (社倉以外)

3日 (金 )

午前
下切・芹口 (男原・柿迫
・菅の迫)

午後
芹□ (中村・芹口 .中間
・古畑・馬場・牛神)

6日 (月 )
午前 永 野 原
午後 菅   山

7日 (火 )
午前 矢 津 田

旧JA北部支所
午後 中

8日 (水 )
午前 小倉原・丼上

高森総合センター

午後 前   原

9日 (本 )
午前 中   園
午後 山   鳥

10日 (金 )
午前 西   丁
午後 戸   狩

13日 (月 ) 相談日に来場できな
かつた方14日 (大 )

15日 (水 ) 申告書等整理日

贔悩千
=|   

、.    ‐
.IIII

F■■

お
詫
び
と
訂
正

Hワ 1

3月

●印かん (認印)

●税務署から送付された申告

書をお持ちの方は、その「申

告書」や「収支内訳書」



19年産からスタート:史碁
平成 19年産から現行の麦作経営安定資金や大豆交付金・大豆作経
営安定対策、米の担い手経営安定対策は、認定農業者や集落営農組織

といつた担い手を対象とした新たな経営安定対策へ転換します。

今後は、担い手 (認定農業者または、一定の集落営農)でないと米・
麦 。大豆の助成が受けられません。

POIETRY PAGE

ミ 澄 晴 ウ 喜 文
ズ    ミ
ホ 子 雄 オ 弥 雄
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や
お
ら
古
希
　
や
っ
と
肩
書
き
忘
れ
さ
す

た

難
儀
髭
ど
ま
剃
り
な

っ
せ

の
ば
り
職
と
欲
し
い
万
国
旗

指
折
り
数
え
て
　
イ
ラ
ク
の
旦
那
待

つ
と
ら
す

外
は
雪
　
今
日
は
有
る
物
ン
食
う
と
こ
う

指
折
り
数
え
て
　
里
帰
り
待
つ
親
心

や
お
ら
古
希
　
ま
だ
少
年
の
ご
た
る
夢

大
相
撲
　
頑
張

っ
て
く
れ
日
本
人

や
お
ら
古
希
　
越
え
た
山
坂
思
い
出
し

や
お
い
古
希
　
ま
だ
現
役
の
有
難
さ

●   ●

●   ●

林
　
　
不
忘

桐
原
　
白
酔

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

森
川
そ
よ
子

後
藤
　
信
子

岡
本
　
琴
司

上
井
加
根
女

後
藤
　
愛
子

松
山
キ
ヨ
子

あ
ん
た

大
相
撲

外
は
雪

外
は
雪

そ
ん
な
時
代
も
あ
り
ま
し
た

ち

っ
と
ん
テ
レ
ビ
見
と
う
な
か

ギ
ャ
ン
ブ
ル
場
に
な
る
飯
場

早
仕
舞
ア
す
る
道
の
駅

あ
と
十
年
生
き
る
望
み
の
日
記
買
う

源
泉
の
湯
の
花
浮
ぶ
初
湯
か
な

着
ぶ
く
れ
て
細
い
体
も
太
く
見
ゆ

山
白
く
薪
ス
ト
ー
ブ
の
赤
々
と

賀
状
来
て
孫
の
成
長
目
を
見
張
る

身
の
丈
に
生
き
て
健
や
か
歳
迎
ふ

佐
藤
多
可
雄

藤
本
　
国
康

渡
辺
　
雲
海

浦
塚
　
南
天

肥

後

狂

句

　

如

月

（阿
蘇
御
神
火
会
）

ふるごむの,し77り
今年で18回目を迎える「新酒とふるさとの味まつり」が2
月11日のオープニングセレモニーを皮切りに3月 12日のラス
トイベントまでの lヶ月間開催されます。期間中は、町内の

飲食店や宿泊施設でオリジナルのおすすめ一品料理と期間

限定寒造り新酒がお召し上がりになれます。また、町内で
｀
早

春の味に舌つづみ゛もこざいます。お気軽にどうぞ (有料)

赳オープニングセLモニー
2月 11日 (土)午後 3時50分～

イベン ト列車 (南阿蘇鉄道 )

3,000円 (新酒・オードブル・田舎料理/税込)
※立野～高森間の往復乗車券も込みです。

50名

目早春の味に舌つづみ
○湯つぼつぼつ !!

日時 :2月 18日 (土)午後 5時～
会場 :高森温泉館 ■L62-2626
0女のひなまつり
日時 :2月 25日 (土 )・ 26日 (日 )午後 1時～
会場 :1食月善 ,度辺  ■ 62-1007
0炭火と口炉裏の夜
日時 :2月 25日 (土)午後 6時～
会場 :高森田楽村 ■L62-1327
0和風山菜とイタリアンのコラボレーション
日時 :3月 4日 (土 )・ 5日 (日 )正午～
会場 :花門 ¬EL 62-1676
0ジヤズとほかほかお鍋
日時 :3月 5日 (日 )午後 1時30分～
会場 :たかもり花高原 ■L62-0888
0つるの子芋懐石
日時 :3月 11日 (土)午後 6時～
会場 :山見茶屋 ■L62-3100

錮ラストイベント
日時 :3月 12日 (日 )正午～午後 3時
会場 :高森駅前公園

内容 :高森伝統芸能、新酒コーナー (有料)、 お楽しみ

抽選会、阿蘇あか牛の丸焼き、阿蘇味噌つめ放

題 他

■お問い合わせ先

高森町観光協会 ■L62… 2233

募集

日時
∧ 十日
本 セ勿

料金

逸ヒ

う
/

璃鰺顧
「

｀

特定農業団体またはこれと同様の要件を満たす組織

氣組織の規約を作成

な組織の経理を一括管理

は地域の農用地の2/3以 上の利用集積を目標
※当分の間、地域の生産調整面積の過半を受託する組織は1/2以上

鰈中心となる者 (候補者で足りる)の農業所得目標
善5年以内の農業生産法人化の計画

一定の要件を満たす集落営農組織

~‐ヨ喝¬帥硼肥LP…

認定農業者

L

（根
子
岳
会
文
芸
ク
ラ
ブ
）

ト
ロ
ー
　

　

　

　

　

　

　

■

Ｊ

樹
ν
　

　

　

右

．

○権原(所有権、賃借権等)
を持つている農地基本

台帳の現況地目が「田」
と「畑」の面積の合計
○また、農作業受託のう
ち、対象となる経営規
模は①主な基幹作業

(水稲は基幹 3作業以
上)を受託し、②収穫物
の販売名義があり、③
販売収入の処分権を有
している面積

出荷・販売 米

麦

大
豆

米

大
豆

麦

野
菜

権 原 農 地

農地法等に

基づき所有

権、賃借権

等の権原を

有する農地

面積

作業受託

①主な基幹
作業を受託
し、②販売

名義と③販

売収入の処

分権を保有
する面積

農
業
者経営規模として算入

経営規模として算入できる面積

経
営
規
模
と
し
て
算
入
で
き
る
面
積

基幹作▲義一一】著一託

交
付
金
対
象

対
象
外

□

目 日

「

~¬

「

~¬

「

~¬

L」 L」 L」
（凡
例
）

経
営
規
模
と
し
て
算
入
で
き
る
面
積

交
付
金
対
象

倉
層
基
幹
作
業
／
ノ
ト

委
託
　
　
　
、「

経営規模として算入
できる面積

基
幹
作
業

委
託

田  畑 樹園地
その他

※「主な基幹作業」

水稲なら耕起・代かき、

田植え、稲刈り・脱穀

麦、大豆な ら、耕起・

整地、播種、収穫
※農作業受託の面積は、

委託契約書等の証拠

書類で確認できるもの

に限ります。

対象となる経営規模

^|ロロrtヽ |

lヽ、 ノヽ|

日____二」

1｀」|

一
一
一
一
一
一

ヽ ′

6

対象となる担い手

y

果

樹

:農 認
・|ヽと―

者定

一
定
の

一
●

条
件
を
備
え
‐る

集
落
営
農

１

■

年
度
か
ら
の

な

し

に
向
け
て 匡

======コ

ヽ



●農地・農作業の集積

●認定農業者への積極的な誘導

●集落営農の組織化、オペレーターとし

て積極的に参加

『認定農業者または、一定の集落営農』以外の方は、国の助成が受けられなくなります。

サ

平
成
１７
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
平
成
１８
年
２

率

月
１６
日

（木
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

申
告
期
限
は
３
月
１５
日

（水
）
で
す
が
、
期
限
間
近
に

一

な
り
ま
す
と
申
告
書
記
載
会
場
は
た
い
へ
ん
混
雑
し
、
長

‐

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
　
　
一

確
定
申
告
書
は

「所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
手
引
き
」
一

を
参
考
に
記
載
し
て
い
た
だ
く
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

一

ジ

（〓
け
＼̈
＼ヨ
ー
ー
Ｄ
Ｓ
ｍ
ｏ
む
）
の

「確
定
申
告
書
等
作
成

¨

コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用

咄

い
た
だ
き
、
お
早
め
に
申
告
と
納
税
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ

¨

い
。
確
定
申
告
書
の
提
出
は
郵
送
等
で
も
結
構
で
す
。
　
　
¨

な
お
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
の

¨

あ
る
白
色
申
告
者
の
方
は
、
確
定
申
告
書
に

「収
支
内
訳

囀

書
」
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら

中

ご
注
意
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

※
個
人
事
業
者
の
方
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定

中

申
告
と
納
付
の
期
限
は
、
３
月
３１
日

（金
）
で
す
。
　
　
一

詳
し
い
こ
と
は
、
阿
蘇
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
気

一

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

雉
お
問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１

税
務
相
談
室
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
９
　
　
　
一

ヽ
１

「
コ
「
Ｊ

平
成
１７
年
中
、
熊
本
県
内
に
お
け
る
振
り
込
め
詐
欺
事

一

件

（
い
わ
ゆ
る

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
事
件
、
「架
空
請
求

『

詐
欺
」
事
件
及
び

「融
資
保
証
金
詐
欺
」
事
件
の
総
称
）

中

の
発
生
状
況
は
、
認
知
件
数
４
６
２
件
、
被
害
総
額
約

一

３
億
５
千
万
円
と
甚
大
な
被
害
と
な
り
、
極
め
て
憂
慮
す

一

べ
き
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

県
警
に
お
い
て
は
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
根
絶
を
目
　
一

指
し
、
昨
年
１
月
２１
日
、
警
察
本
部
内
に

「振
り
込
め
詐
　
・

欺
等
総
合
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
検
挙

・
防
犯
対
策
を
　
一

強
化
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

振
り
込
め
詐
欺
事
件
発
生
状
況
内
訳

（平
成
１７
年
中
）

―

―
　
　
　
■
　
　
　
―
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―
―
　

―
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―
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―
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ケ
ン
レ
ン
を
起
こ
す
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
６
歳

く
ら
い
ま
で
の
小
児
に
多
く
見
ら
れ
る
ケ
イ
レ
ン
に
、
熱

性
ケ
イ
レ
ン
と
言
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
熱
性
ケ
イ

レ
ン
は
、
体
温
が
急
に
上
昇
す
る
際
に
多
く
見
ら
れ
、
通

常
は
約
５
分
間
程
度
で
治
ま
り
ま
す
。

※
注
意

○
国
の
中
に
何
も
入
れ
な
い

ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
と
き
に
は
、
ケ
イ
レ
ン
で

舌
を
噛
ま
な
い
よ
う
に
指
や
箸

（
ス
プ
ー
ン
）
を
無
理
に

入
れ
る
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
窒
息
し
た
り
回
の

中
を
傷
つ
け
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

○
強

い
刺
激
を
与
え
な
い

強
く
ゆ
す

っ
た
り
、
た
た
い
た
り
な
ど
強
い
刺
激
を
与

え
る
こ
と
で
、
ケ
イ
レ
ン
を
長
引
か
せ
た
り
誘
発
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

○
慌

て
な
い

初
め
て
見
る
場
合
に
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
で
き
る
限
り
冷
静
に
対
処
し
ま
し
よ
う
。

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
　
南
部
分
署
　
■
６
２
‐
９
０
３
４

※
火
災
・救
急
・
救
助
な
ど
の
緊
急
の
場
合
は
１
１
９
番
ヘ

ロ
ー
レ

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
自
分

¨
振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
根
絶
を

一

で
書
い
て
お
早
め
に
　
　
　
　
一
目
指
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

認

知

件

数

被

オ
レ
オ
レ
詐
欺
事
件
　
　
　
　
８４
件
　
　
　
　
約

架
空
請
求
詐
欺
事
件
　
　
　
　
刀
件
　
　
　
　
約

融
資
保
証
金
詐
欺
事
件
　
　
　
３
０
５
件
　
　
―
約

OO

●   ●

●   ●

害

　

額

―
億
円

４
千
２
百
万
円

２
億
８
百
万
円

ヽ
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認定農業者は、経営面

積が小さくても農業で

相当の所得を得ている

経営は対象となります !

(①農業所得が基本構

想の半分を超え、②対

象品目の収入、所得ま

たは経営規模のいずれ

かが 27%以上の場合)

集落の農地が少ない地

域は面積規模を緩和し

ます !

基本原則の概ね 64%
まで

(中 山間地域の集落営

農は 50%まで)

生産調整

、 中山間地

地域の生産調整面積の

半分以上を受託してい

る組織は面積規模を緩

和します |

20雛×生産調整率 (そ
の地域で米を作付けて

いない面積の割合)ま
で

〈7姉を下限〉
(中山間地域は20鑑×
生産調整率×5/8まで
〈4筋を下限〉)

複合
経営等

生産調整組織
の場合の特例

所得確保の

場合の特例

振
り
込
ん
で

〈農産物の売上高〉
米などの販売収入

〈補助金〉
経営安定対策の
交付金など

○組織の一元化は、①集落営農組織 (代表

者)名義の日座を設け、②農産物の販売名
義を集落営農組織とし、③農産物の販売収

入をその回座に入金する、の3点がポイント。
○支出面については、特段の条件はありませ

ん。(構成員への配分等は集落営農で決めま

す)

○共同で営農を行う実態が存在せず、 形式的
に組織名義の□座のみ設けて、収入を個人に

100%配分するものは、当然認められませ
ん。

○この集落営農組織 (代表者)名義の回座が、
経営安定対策の交付金の振り込み先。曇‐?勒

携

明確化された担い手

知
っ
て
お
き
た
い

税

情

報

小
児
の
ケ
イ
レ
ン
発
作

12

農地が少ない
場合の特例

,

組織の一元経理のイメ‐ジ

は あ ません。

農機具費

〈集落営農組織
ことに取り決め〉

労務費
剰余金 ・配当金
など

集落組織■発経理のイメ■ジ|(例 )
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ど
う
わ
も
ん
だ
い

人
権
に
つ
い
て

か
ん
が考
え
る

「寝
た
子
を
お
こ
す
な
」
と

か
ん
が
　
　
か
た

い
う
考
え
方

消防出初め式

予防消防を新たに決意

新春恒例の消防出初め式が、高森中央小学校

グラウンドで盛大に開催されました。

式には、消防団262人 と高森中学校少年消防隊

23人が参加。消防活動に功労のあった方々へ表

彰状、感謝状が贈呈された後、荒牧久利団長が

「町民の期待 と信頼に応えられるよう団員一九

となり、地域住民の協力を得ながら予防消防の

徹底に努め、火災ゼロを実現したい」と地域防

災への決意を新たにしました。

通常点検では、全13分団と高森中学校少年消

防隊が日頃の訓練の成果を競いました。また、

高森幼稚園幼年消防クラブによるかわいらしい

防火演技 も披露され、会場からはあたたかい拍

手が送られていました。

その後分列行進を行い、別所の堤での一斉放

水で消防出初め式を締めくくりました。

●通常点検審査結果●

第 1位 13分団 (河原)
第 2位 11分団 (河地を除く野尻)
第 3位  3分 団 (中・矢津田)

年末防犯パトロール

地域の安全を守るため
高森・色見、野尻・草部の各防犯警ら隊など約30

人が参加して、年末防犯パトロールが行われました。

これは、全国的に子どもを狙った連れ去り事件やわ

いせつ事件など凶悪事件が発生していることから、

行政機関、民間防犯団体、警察が一体となって地域

の安全を守り、住民に安心感を与えようと行われたも

ので、藤本町長から激励を受けた隊員らは、その後

町内各地をパトロールしました。

●   ●

●   ●

高森町グラウンド・ゴルフ協会

子どもを見守るタスキ運動
高森町グラウンド・ゴルフ協会が子どもたちを見守る

ためのタスキ運動を始めました。

これは、子どもの登校・下校時における安全確保に一

役買おうと始めたもので、「こどもを見守りましょう」と

書かれた黄色いタスキを約70本用意し、会員に配布。

この日は、午前7時30分から会員約25人が高森中央小

学校前に並び、登校する児童に声掛けを行いました。

1ノ
′

8

め
ざ
す
に
は
、
あ
ま
り
に
も
消
極
的

し
せ
い

な
姿
勢
で
あ
る
と
い
え
ま
し
よ
う
。

し
ゃ
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
づ
よ

こ

の

社

会

に

い

ま

だ

に

根

強

く

の
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ご
う
り
　
　
　
へ
ん
け
ん

残
さ
れ
て
い
る
不
合
理
や
偏
見
を

と
　
　
の
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
か
　
　
　
　
か
だ
い

取
り
除
く
こ
と
を
、
自
ら
の
課
題

な

お

　

　

　

　

わ

た

し

と

し

て
と
ら
え
直

し
、
私
た
ち

ひ

と

り
一
人
ひ
と

何
を
す
べ
き
か
を

し
て
い
く
こ
と
が

か
ん
が
考
え
大
切

り
がヽつ
つ

に
移

国民年金だより

国民年金、厚生年金保険及び共済組合などから支給される公的年金等は、所得税法上「雑所得」とみ

なされ、所得税が課せられます。ただし、国民年金法、厚生年金保険法及び共済組合各法において、障

害もしくは死亡を支給事由とする年金については課税しないこととなっているため、老齢もしくは退職を支

給事由とする年金についてのみ課税されます。

公的年金等の支払者 (社会保険庁・各共済組合)は、所得税が老齢年金等から源泉徴収されたか否

かにかかわらず、老齢年金等を受けている方々全員に「公的年金等の源泉徴収票」を作成し、その年の

翌年1月 31日 までに交付することとされています。(障害年金、遺族年金は課税対象にならないので、源泉

徴収票はお送りしません)

このため、社会保険業務センターでは、国民年金、厚生年金保険の対象となる年金受給者の方々に平

成17年分の源泉徴収票を作成し、平成18年 1月末日までに届くよう、平成18年 1月 12日から20日までの間に

順次送付することとしています。

源泉徴収票に記載されている事項は、①その年の1年間に支払われた年金の総額、②社会保険料の金

額 (介護保険料額)、 ③源泉徴収税額及び④控除内容となっています。

2つ以上の年金の支払者に扶養親族等申告書を提出している方や、年金以外に給与等の所得がある方、ま

たは公的年金等の雑所得の合計額が各種所得控除の合計額を超える方などは、確定申告 (平成18年 3月 15日

まで住所地を管轄する税務署で受付)の際に、添付書類として必要となりますので大切に保管してください。

ヵ」卜
会保険庁では、万―源泉徴収事を紛失された場合や未着の場合等に対応するため、

「ねんき

T」Lんダイヤル」において源泉徴収票の再交付の受付を行つています。

【i電1言舌擢昏::号】0570-07‐ 1165
【受付時間】午前8時 30分～午後 5時 (上、日、祝日を除く)

また、来訪による源泉徴収票の再交付、その他の年金相談については、社会保険業務センター、

社会保険事務所及び年金相談センターでも受け付けています。お問い合わせ等の際は、年金証書の基礎

年金番号 。年金コードをご用意ください。

なお、平成17年の所得税法の改正により、平成18年分の公的年金等にかかる源泉徴収税額の計算にお

いて、控除する定率減税相当額が引き下げられることになりました。

公的年金等の源泉徴収票
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１
　
０

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

達人に教わる!!竹かご作り教室

立派な竹かごが完成
環境省阿蘇自然環境事務所主催による「達人に教わ

るII竹かご作り教室」が南阿蘇ビジターセンターで開

かれました。

教室には町内外から11人が参加。講師の田上安盛

さん (高森・村山)が一人ひとりにていねいな指導を行
い、全員立派な竹かごを完成させました。参加者たち

は、できあがった竹かごを満足そうに抱えて持ち帰りま

した。

高森町交通安全母の会

高齢者への交通安全指導
高森町交通安全母の会が高齢者への交通安全指導

を実施しました。

これは、高齢者の交通事故死者数が年々増加して

いることから、資料や用品などを配布し、交通事故を

未然に防止しようと実施したもので、昨年 6月 から会員

が2人 1組に分かれて町内の高齢者世帯219件を訪問。

リーフレットや反射材などを配布し、交通安全を訴えま

した。

9 TAKAMoRI TowN-2006.2

高森高校訪問学習

行政を知り税を学ぶ
進学や就職を今春に控えた高森高校 3年生が高森

町役場を訪れました。

これは、次代を担う生徒たちに行政システムや税

の仕組みを正しく理解してもらおうと毎年行われて

いるもので、税務課職員から税金の種類や行政組織

などを学びました。また、同校出身の町職員から、

先輩社会人としての体験談の発表もあり、生徒たち

は真剣な表情で聞き入っていました。

その後、役場内の仕事風景なども見学しました。

●

クリスマスツリーコンテスト表彰式

特選に陽の丘荘 (南阿蘇村)
湧水トンネルクリスマスファンタジーで開催したクリス

マスツリーコンテストの表彰式が行われました。

結果は次のとおりです。

特選 特別養護老人ホーム陽の丘荘 (南阿蘇村) ●
1席 特別養護老人ホーム梅香苑
2席 平田医院、南阿蘇鉄道
3席 たかもり花高原、車部保育園、RKKメ ディ
アプランニング (熊本市)
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保
健
師
か
ら
あ
な
た
へ
の

認
知
症
は
防
げ
る
！
治
せ
る
！

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
や
脳
血
管
性
痴

呆
な
ど
の
病
的
な

「ぼ
け
」
は
、
一
般
に

「痴

呆
」
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。痴
果
と
い
う
と
、

侮
辱
感
を
感
じ
さ
せ
た
り
、
恐
怖
心
や
着
恥

心
を
増
幅
さ
せ
た
り
、
病
気
の
実
態
を
正
し

く
表
し
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
１６
年

１２
月
２４
日
か
ら

「認
知
症
」
と
い
う
言
葉
を

使
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
医

学
上
の
用
語
と
し
て
は
、
引
き
続
き

「痴
果
」

が
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

誰
で
も
か
か
わ
る
可
能
性
が
あ
る

「認
知
症
」

町
で
も
、
平
成
１６
年
度
の
介
護
保
険
に

よ
る
要
支
援
者
に
お
け
る
認
知
症
の
割
合

は
、
６５

・
８
％
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
、　
一
人

で
の
生
活
が
困
難
に
な
る
状
態
の
割
合
は

４４
・３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
認
知
症
と
は
、

誰
も
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
あ
る
い

は
家
族
と
し
て
ケ
ア
し
た
り
、
地
域
で
受

け
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
病
気
で
す
。

突
然
認
知
症
に
な
る
Ｐ
¨

昨
日
ま
で
ご
く
普
通
だ

っ
た
人
が
、
あ

る
日
突
然
身

の
回
り

の
こ
と
が
で
き
な

い
、
家
族
の
顔
も
わ
か
ら
な
い
、
夜
中
に

徘
徊
を
始
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
家
族
や
周
囲
の
人
は
、
そ
の
前
に
必

ず

「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
」
と
気
づ
い

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

の
気
づ
き
か
ら
数
年
の
月
日
を
経
て
、
誰

が
見
て
も
わ
か
る
よ
う
な
重
度
の
認
知
症

へ
進
ん
で
い
く
の
で
す
。

認
知
症

っ
て
治
ら
な
い
Ｆ

今
ま
で
は
、
重
度
の
認
知
症
に
な
り
手

に
負
え
な
く
な

っ
て
か
ら
病
院

へ
行
く
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
認
知
症
は
治
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
常
識
に
な

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
重
度
の
認
知
症
ま
で
進
行
し
て
し

ま
う
と
、
確
か
に
回
復
は
困
難
で
す
。
し

か
し

「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
」
と
い
う
時

点
で
、
脳
の
機
能
を
も
う

一
度
活
性
化
さ

せ
る
生
活

へ
軌
道
修
正
し
、
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
劇
的
に
回
復
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
町
で
は
、
認
知
症
回
復
教
室

「友

遊
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

「友
遊
ク
ラ
ブ
」

○
日
　
時

２
月
１６
日
か
ら
６
月
２２
日
ま
で
の
毎
週

木
曜
日
　
午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

３０
分
※
た
だ
し
、
５
月
４
日
は
５
月
２
日
に

変
更
し
ま
す
。

○
場
　
所

芙
蓉
館

○
内
　
容

脳
機
能
を
活
性
化
さ
せ
る
ゲ
ー
ム
や
歌
、

簡
単
な
手
工
芸
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

な

ど

跛
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ｈ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

盛′″ん
I峰翻
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□材料 (1人分)

食パン1枚

〈ソース〉
4・ 7L40cc、  '日 鴨首

20g、 砂糖小さじ

1、 きな粉大さじ1

(野尻麻也子さん 。三子石晴香さんの作品)

□作り方
|(Dボウルに牛乳、卵黄、砂糖、きな粉を入れ混
ぜる。

②食パンを(1:)に浸し、油をひいたフライパンで
こんがりと焼く。

フレンチきな紛トースト

健

口」L_

崖

■ヽ・

翻理獲彊E園囲狂國図コ お手軽朝餞メニユニコンク■ん


